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一般幹部候補生

就職活動を行っていく中で、自分が仕事として何をしたいのかを考える機会が多くありました。国民の自由を
守る仕事をしたいと思い、自衛官を志しました。幹部自衛官とは自衛隊組織の骨格となる存在であり、自らも
組織を形作る人間の一人になりたいと考え、幹部候補生学校への入校を決意しました。

入隊・入校の動機はなんですか？

近況は？（自衛隊生活、休日の過ごし方、最近のエピソード等）
大学まででは全く触れてこなかったものばかりに囲まれているので、慣れない部分も多いです。その分毎日
学ぶことだらけなので、とても楽しいです。また、できなかったことができるようになると、自分の成長を感じら
れるので、達成感を得られることが多いです。

入隊・入校して感じたことは？（良かったこと、気持ちの変化、自衛隊のイメージ、抱負等）

入校して一番良かったと感じることは、自分とは違う価値観・経験をしてきた人にたくさん出会うことができた
ことです。共同生活を行うことで、周囲の人々のいろいろな面を知ることができ、また自分自身についても、一
人では気づくことのできなかった面に出会うことができ、とても良い影響を受けていると感じます。

母校の人々へのメッセージ（後輩宛て、先生宛てなど自由に）

私は身近な人に自衛官がおらず、自衛隊とは縁遠い世界で生きていました。全然知らない組織に飛び込
んでいくのは勇気のいることですが、その先で素敵な学びや出会いが待っていることもあるので、ぜひ選択肢
の一つとして幹部自衛官を置いておいて欲しいです。

陸上自衛隊幹部候補生学校

「国民の自由を守る仕事をしたい」


